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○内藤緑環境課長 定刻になりましたので、ただいまから「平成29年度第１回緑のボランテ

ィア活動に関する指導者育成委員会」を開催したいと思います。 

 改めまして、私、環境局自然環境部緑環境課長の内藤と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 今年度も前回に引き続きまして、５名の皆様に委員をお願いすることになっております。

今年度もぜひ闊達な御意見をいただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

 まず、今回、委員の再任という形で手続をさせていただきましたので、改めまして、座長

の選任に移らせていただきたいと思います。 

 座長をお引き受けいただける方はいらっしゃいますでしょうか。 

 事務局からの提案でございますが、前期から引き続いて小河原先生に座長をお願いしたい

と思いますが、皆さん、いかがでございましょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○内藤緑環境課長 それでは、座長は小河原委員によろしくお願いしたいと思います。 

 早速ですが、本日の議事を幾つか用意しておりますので、議事進行についてよろしくお願

いいたします。 

○小河原座長 皆さん、おはようございます。お久しぶりです。少し間があいたようですけ

れども、また新たにスタートをするということで、頑張っていきたいと思っています。 

 きょうは、議事としては、報告が１つ、議題が３つございます。まずは、報告の「平成29

年度緑のボランティア指導者育成講座について」ということで、事業がいろいろ変遷してき

ているわけですね。その状況ですとか、交渉の相手あるいは要綱・要領の改定について事務

局のほうからお願いしたいと思います。 

○事務局 私のほうから要綱・要領の改正等について御報告をさせていただきます。 

 今回、29年度要綱の改正に伴いまして、資料１「事業の移り変わり」ということで、こち

らの表は改正の要点をまとめたものでございます。 

 今回、平成29年度の改正になりますが、背景といたしましては、新たなボランティア人材

の確保が一定の成果を上げる中、指導者層を育成し、ボランティアの質を高めることが必要

という背景のもとに、今回主な改正点といたしましては、講習内容の見直し、フォローアッ

プ講座の導入ということで改正を行ったところでございます。後ほどこの内容につきまして

は、議題の中で御説明をさせていただきます。 

 「２ 平成29年度講習体系」でございますが、まず、基礎講習。これは、講座受講後、修
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了試験合格者に対しまして東京都２級緑のボランティア指導者の資格認定という形になりま

す。それから、専門講習のほうでございますが、自然観察・体験活動コース、緑地保全活動

コースということでございまして、こちらの講座受講後、修了試験、実績等々を踏まえまし

て、東京都１級緑のボランティア指導者の資格認定という形で29年度の講習体系という形に

なっております。 

 １枚めくっていただきまして、資料２になります。要綱・要領の改正につきまして御報告

を申し上げます。 

 １番目「緑のボランティア指導者育成講座に関する講習等実施要綱」。これは、平成29年

度３月に改正いたしました。 

 まず、（１）サポートレンジャーに関する講習について。これは、第１章第１ほかに規定

をされているところでございます。今回の事業改正に伴いまして、サポートレンジャーコー

スに関する記述を削除いたしました。それに伴いまして、講座名が「緑のボランティア指導

者等育成講座」から「等」を抜かしまして、「緑のボランティア指導者育成講座」に変更す

ることといたしました。 

 次に、（２）受講料の規程について。これは第２章第９に規定をしております。これは、

講習の未修了者が３年以内に再受講の際に一部科目を受講する場合のため、時間当たりの受

講料規定について定めておりましたが、平成26年度以降は講座開催が３年ごとになるという

ことに伴いまして、時間当たりの受講料の単価規定を削除いたしました。別途、募集要項等

で定めることということで改正をいたしております。 

 次に、（３）認定指導者の公表についてでございます。これは第４章第21に規定されてお

ります。ホームページ等で指導者の存在を周知し、区市町村等での活用を促進するため、公

表についての規定が定められておりましたが、これは個人情報保護の観点から非公表という

形にさせていただきまして、本規定を削除いたしました。平成27年度から既にホームページ

等での公表を自粛しているところでございます。 

 次に、２番、要領の改正についてでございます。「緑のボランティア活動に関する指導者

育成委員会運営要領」。これは、同じく平成29年３月に改正をいたしております。 

 （１）委員会の名称についてでございます。これも要綱と同様に「緑のボランティア活動

に関する指導者等育成委員会」から「等」を抜かしまして「緑のボランティア活動に関する

指導者育成委員会」という形で変更しております。 

 （２）会議の開催について。これにつきましては、出席の先生方の御意見をいただくとい
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う形と意見交換の開かれた場ということで、基本的にそういった性格に鑑みまして、定足数

を定めないという形にいたしました。 

 （３）会議の開催についてでございますが、附属機関等情報公開に関する取り組み（見直

し）結果にあわせて、当該委員会が公開されることとなったことに伴いまして、会議、議事

録及び会議資料の公開について規定をいたしました。 

 要綱・要領の改正についての御報告は以上でございます。 

○小河原座長 ありがとうございます。 

 まずは大枠の話でしょうか。先生方から御質問等はございますでしょうか。 

 それぞれの基礎講習の中身等に関してはこの後またですね。 

○杉本課長代理 そうですね。議題の中で御説明いたします。 

○小河原座長 次の議題の中に入っていますけれども、今回は、資料1、全体の体系が変化を

してきている。一度サポートレンジャーコースが入り、そしてそれがまた見直されるとか、

参加者数が減ってきたことに対してそれをどう底上げするかという形で改正がなされてきて

いるのかなということですね。 

 よろしいですか。 

（「なし」と声あり） 

○小河原座長 特にいいですか。ここはまだ大枠の話ですのでね。 

 それでは、次の議題です。中身の話ということで、基礎講習について、これは資料３から

６までということで中身が書いてございます。それでは、事務局のほうからよろしくお願い

いたします。 

○事務局 緑環境課保全担当の岡と申します。私のほうから御説明させていただきます。 

 まず、資料３をごらんください。こちらは、平成26年度の基礎講習の内容になっておりま

す。この土台をもとに29年度もアンケート結果や指導者育成委員会での御指摘を反映しまし

て、内容等の見直しを行いましたので、参考用にごらんください。 

 続きまして、資料４をごらんください。基礎講習の平成29年度からの見直しについてとい

うことで、大きく実習の充実を図っております。平成24年度から26年度までの基礎講習、専

門講習修了者に対して行ったアンケートの中でも、約４割が実習時間の増加を希望すると回

答しておりました。また、27年度の育成委員会におきましても、より実践的な講習をふやす

必要があるとの御指摘をいただきました。 

 そこで、改正点としまして、「指導法の基本」という講座を座学から実習へと変更するこ
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とを予定しております。これは、都庁内で行っていたものを小峰公園で実習という形に変え

ることを予定しています。それによりまして、指導者として必要な知識・技術と効果的な指

導法を、より実践的に学ぶ機会を提供したいと思います。 

 下の表は、平成26年度と比較して、平成29年度の改正点を表であらわしたものになります。 

 では、次に、資料５に移りたいと思います。資料５は、29年度の基礎講習の申し込み状況

になります。初めに、指導者育成を再開する前段として注力しておりましたボランティア人

材育成事業の現状についての御報告から始めさせていただきたいと思います。 

 平成27年度に森林や緑地の保全活動情報を発信しますサイトとして「里山へGO！」という

ものを開設し、同じ年に保全地域での保全活動を気軽に体験していただける保全地域体験プ

ログラムというものを開始しました。お手元に「里山へGO！」を紹介する冊子と、保全地域

の紹介リーフレットを御用意させていただきました。この紹介リーフレットは、これ以外の

地域の分も順次作成予定なのですけれども、体験プログラム参加者やボランティアの初心者

の方にも保全地域の趣旨を理解した上で御参加、活動いただけるようにお配りしています。

「里山へGO！」の実績としまして、登録者数は28年度末で500名を超えました。また、「里山

へGO！」から直接参加申し込みができます保全地域体験プログラムも延べ690名に参加いただ

いております。真ん中のグラフは、以前、環境局で行っていた緑のボランティア登録の登録

者数と「里山へGO！」の登録者数をあらわしています。御覧いただきますとおり、緑のボラ

ンティア登録はかなり先細りの状態となっていたのですけれども、「里山へGO！」開始以降、

また登録者数が急増しております。こうした新たに掘り起こしたボランティア人材を指導者

に育成して、保全活動の質を高めることを目指したいと思います。こうした方々に興味を持

っていただくために、主な広報手段としまして、保全地域の活動団体に周知を依頼いたしま

したほか、「里山へGO！」を活用して、ホームページへの掲載やメールマガジンの配信など

を行いました。また、各自治体の広報紙や読売新聞のイベント情報欄にも情報を掲載してい

ただきました。 

 さて、次に、29年度の申し込み状況ですが、４月末に申し込みを締め切りまして、27名か

らの申し込みがございました。今までは委員会の中で受講者の決定を行っていたのですけれ

ども、今年度から会議が公開されることに伴いまして、個人情報保護の観点から、匿名での

状況報告という形に変更させていただきたいと思います。27名という申込者数は、26年度の

指導者基礎コースの申し込みが6名、サポートレンジャー基礎コースの申し込みが19名であっ

たことを鑑みますと、指導者基礎コースとしてはかなり大きく伸びています。申込者の平均
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年齢はやはり60代が多く、男女比率としても男性の方が多いという傾向はおおむね従来どお

りでございます。ただし、今年度は区部からの参加者が大きく増加いたしまして、26年度は8

割が多摩部からの参加者であったことからみますと、今は区部からの申し込みが５割を超え

ておりまして、区部の登録者数が多い、「里山へGO！」を活用したことの効果かなと思われ

ます。 

 続きまして、資料５の別紙ですけれども、こちらは申込者一覧の詳細でございます。網か

けされている部分が保全地域のボランティアであったり、体験プログラムの経験者の方をあ

らわしています。こういった方が６名いらっしゃいました。都内で自然観察や緑地保全など

のボランティア活動経験が年10日以上あり、１年以上の実績がある方という受講資格につき

ましては、事務局で確認しましたところ、全ての申込者が要件を満たしておりました。申込

者全体の活動実績の傾向としましては、下のグラフのとおりになりまして、身近な緑地や公

園、保全地域で緑地保全活動や自然観察を行っている方が多くなっています。 

 基礎講習の資料としましては、最後に資料６として、平成29年度基礎講習のスケジュール

の概要をまとめたものがございます。 

 基礎講習についての御説明は以上になります。 

○小河原座長 ありがとうございました。 

 中身が相当あるのですけれども、時間はまだございますので、ゆっくり先生方から御質問、

御意見等をいただければと思いますが、平成26年度募集から、私が担当している「指導法の

基本」を、以前から実習を含めてやりたいというお話だったのですが、実習主体に組みかえ

ていこうという形で、時間の組みかえが起こっているということ。また、ボランティア人材

として「里山へGO！」というアクションが始まって、そのサイトがつくられ、参加者数が伸

びているというお話がございました。 

 いかがでしょうか。 

 これまでの緑のボランティアに登録されている皆さんがどれぐらい活動されているかとい

うのはなかなかわからないですか。 

○内藤緑環境課長 もともと緑を保全するに当たって、行政だけでやるというのがなかなか

難しい中で、ボランティアの方を、過去もいろいろな事業を踏まえてやってきたのですが、

なかなか追いかけられないというのが実情でした。どこまで追いかけても、定期的にアンケ

ート調査とかをしていたのですが、追いかけられない中で、先細りしてきたと。役所ですの

で、当然、指導者講習をしながら未経験者の方をふやすことが予算上、増額させてください
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ということがなかなかできないというのがありまして、我々も保全地域で活動団体さんと一

緒に保全を進めさせていただく中で、いろいろなところからメンバーがもう高齢であそこの

萌芽更新できないのだよみたいな話もあったので、これまで参加したことのない方をいかに

裾野を広げるかというところを、ここ数年は注力してきたところでございます。 

 「里山へGO！」というのも、実は、東京都環境公社に全部委託して、我々のスタッフだけ

だとなかなか難しい部分がありますので、それでかなり集まっていただいたかなと思います。

先ほどの指導者講習の中でも、効果的な広報というプログラムがあるのですが、まず東京都

がやれよみたいなところもありましたので、そこは、我々もお金がない中で工夫しながら、

ここまで少し増やしてこられたのかなと思っています。 

 ただ、楽しんで、良かった、今日はいい汗をかいたなというのも一つの成果ではあるとは

思うのですが、どう継続して活動に参加していただくのかというのが大きな課題になってお

ります。なので、今回、「里山へGO！」に登録していただいた方、もしくは実際に保全地域

で活動していただいた方に指導者講習の御案内をしつこくさせていただいて、少しでも継続

的な参加、ひいてはその後の活動全体の質が向上する取り組みにつながればと考えておりま

す。 

○小河原座長 登録者数が500名を超えているということですけれども、ホームページを閲覧

するだけの方のカウントはしていらっしゃるのですか。 

○内藤緑環境課長 アクセス数の分析もしています。今、手元にないのですが、最初、立ち

上げのときに我々も広報をしたのと、マスコミに売り込みをして記事にしてもらったという

のがあります。あとは、このごろ多いのは口コミですね。我々もSNSをやってはいるのです。

何といっても、行ってよかったよみたいな口コミの効果はやはり大きいなと思います。年間

24回ぐらい保全地域で体験プログラムをやっているのですが、少しでも口コミで広がってい

ただくというのですか、内容を少し充実させるように現場とも調整をしているところでござ

います。 

○園田委員 「里山へGO！」がすごく人気というか、参加者が多いという、これはなかなか

喜ばしいなと思っているのですが、私も何回か手伝いに引っ張り出されちゃって。 

○内藤緑環境課長 ありがとうございます。 

○園田委員 その感覚で言うと、外目で見たら、「里山へGO！」は結構負担が大きいのでは

ないかと思っているのです。だからお願いは、環境公社の若い人たちをもっと鍛えろと。つ

まり、研修とか。せっかくたくさんの人が来ているわけだから、いわば人材発掘ではないで
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すけれども、そういうことにつながるような形の中でやるためには、環境公社の彼らがいろ

いろなことを学んでいくということ。ここにある緑のボランティア指導者の育成と、その上

で彼らをもっと講習して鍛えていく何かがないとちょっとつらいかな。要するに人気はある

のだけれども、正直、彼らに聞くと、毎日それで追いかけ回されているみたいなことになる

ので、何とか人員を増やしてよと。彼らをもう少しゆったりした形にしないと「里山へGO！」

自体の参加者に対する丁寧なフォローができないのではないかなということが見たところに

よる感想です。だから、その辺は一言言っておこうかというぐらいです。 

○岩間委員 緑のボランティアを受講された方、修了された方を追いかけにくいというのは

よくわかります。今、委員の方がおっしゃったように、スタッフのフォローをしてくれる方

に回したらどうですか。それも、ただやってよではなくて、せっかく研修を受けて、スキル

が上がったところを生かしませんか、そうするとまた新しい仲間があなたのおかげで増えま

すということで、職員の方、スタッフの方の補佐という形でお願いしていったらどうでしょ

う。そうしたらもっと、緑のボランティアに関わった方にもその噂が広がるし、年齢が行っ

ても、例えばちょっと足腰が痛くてもできるものがまだ里山には残っているぞということに

もなる。スタッフの方は慣れるまでは大変かもしれませんけれども、いいメンバーを発掘し

ていく、自分のスキルも上げるきっかけになるのではないでしょうか。 

○小河原座長 そうですね。私もちょっと、そういうことを考えていたのですけれどもね。

その辺はいかがでしょうかね。 

○桜井委員 難しい時代だと思うのですよね。これを始めたころ、もう何年たつの。 

○小河原座長 14年目ぐらいです。 

○桜井委員 15年近いわけでしょう。15年というと、国際自然大学校は35年ぐらいなのです

けれども、ちょうど転換期だったのです。私は子供が相手の商売ですから子供のことを見て

いるのですが、一番わかりやすい話をすると、1983年はウォシュレットが出たときなのです。

要はトイレが水洗。もう一つは、1999年ぐらいに電磁調理器が出たのです。最初、電磁調理

器は50万円ぐらいしたのです。今だと2、3万円でしょう。そういう時代の変遷があるわけで

す。自然体験の世界でも、今の一番は、いかに入り口を広げるかということよりも、入り口

を広げないと危なくて入ってこられない。一幼稚園が35人ぐらい子供を連れてきて山の中で

たき火をすると、2人ぐらいは火に手を突っ込もうとしますよ。 

○小河原座長 やらないからね。 

○桜井委員 そうなのです。ないのだもの。唯一、今まであったのはお父さんがたばこを吸
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うライター。お父さんは家の中でたばこを吸えなくなってしまったから。仏壇にお灯明を上

げる家にはまだ火があるのです。だけれども、ほとんど核家族化で、小さい子供はお灯明を

上げない。火がない。そうすると、火を知らないから手を突っ込もうとするわけです。 

 そういう時代になってきていて、「里山へGO！」も、そういうことに対する危機感を持っ

ている親はこういうものにすごく反応する。それで、家族で来るのだと思うのです。そうい

う点ではすごくいい切り口だと思うのです。逆に、そういう家族、子供を相手にしなければ

いけない仕事というのは、非常にプロフェッショナルな能力を要求されるのです。子供の発

育、発達のこともわかっているとか、社会状況をわかっている、安全管理のこともわかって

いるという非常にプロフェッショナルな能力が要求される。何でもそうですよね。初心者を

相手にするときには非常に能力の高い指導者が必要になる。 

 十何年前は、多分、参加者もそこそこワイルドで、指導者もアバウトでいけたのですよね。

だからボランティアでやっていけたというところがあるのですけれども、ここのところに来

て、子供の体験教室などをやっていても、大学生のボランティアでは対応し切れない時代に

入りつつあります。だから、ほぼ職員の、全部を鍛え上げた人間だけがプロフェッショナル

として対応していかなければいけない時代に来ている。逆に言うと、それに対する対価を払

おうとする親が多いです。最近は５万円の参加費は平気ですよ。逆に言うと、その世代の親

しか子供に自然体験をさせられないというのが現状なのですね。 

 ではどうしたらいいかというと、今、園田先生のお話を聞いていてまさにそうだと思うの

です。専門にやっている人たちにきちんと注力して、プロフェッショナルにしてあげて、こ

ういうボランティアの指導者というのはそういうものの手足になるような、時代が変わって

きたので、チャネルの違う育て方をしないといけないのかもしれない。同じ指導者みたいな

並べ方というのは少し難しい時代に入っているわけです。だから、私は、今、完全にプロフ

ェッショナルだけを育てるセクションで仕事をしています。ものすごく厳しいですよね。 

 そういうプロフェッショナルの皆さんたちと、だからといって、プロフェッショナルだけ

ではなくて、そのアシスタントをするボランティアの人たちも必要なのです。そういう人た

ちをどう育てていくか。今までのように、任せられる人にするのではなくて、プロのアシス

タントとしてやっていくという視点を考えていかないといけないのかなと。抽象的な理論で、

具体的な話にならなくて申しわけありません。 

○小河原座長 ということは、そういうプロフェッショナルな人たちの組織があり、そこと

一般の、軽い体験をしたり、「里山へGO！」の体験をしたい人たちをつなぐ指導者としての
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ボランティアということですかね。 

○桜井委員 さっきおっしゃったSNSとか口コミ力は強いですよ。だから、もしかすると、指

導者という名前はついているのだけれども、参加者に近い、広報戦略部隊のような。これは

楽しいということを知っている人がいることが大事なわけですよ。楽しいですよと言ってく

れる。マッキントッシュのエバンジェリストがいるではないですか。ユーザーはマックって

いいんだよと宣伝してくれる、そういう人なのですよね。そういう人を育てて、この体験は

本当に楽しいという人を育ててあげて、そういう人たちがグループのリーダーみたいな、一

緒にやりましょうと言ってくれるぐらいの育て方なのかなというのは感じています。 

○岩間委員 もともとのところで、私は短い関わりなのですけれども、環境教育の部分が薄

かったと思うのです。森林の保全ができる人を育成しようとか、ボランティアさんを育成し

ようという委員会でいらっしゃいますよね。だから、裾野を広く、楽しく、笑いながら自然

に触れて守っていけるようなことを広げていただくということです。今、それを本当に指導

できる人を育てなければいけないとなると、先生がおっしゃったみたいに、もう一つ違うラ

ンクではないけれども、違う道というか。人なのかもしれません。ただ、この委員会でどこ

までそれをやるかということだと思います。これはちょっと分けて考えないと負担になって

しまうかなという気がしています。 

 私は、環境教育をやらせていただいて、幼稚園から大人まで、大学とか、現場に行くので

すけれども、50代の教師でもミミズをさわれない。20代、30代ではないのですよ。ミミズに

きゃーっといって逃げていってしまいながら理科を教えている。そういう世界なのです。だ

から、やるときにはなるべく学校の校庭をいっぱい使って、公園を使って、公園に植樹をし

てというところからいって、こちらを進めているという感じなのですけれども、そういうも

のを分けて考えないといけないなと。余りこっちを難しくしてしまうと、もう来られなくな

るなという気がいたします。 

○桜井委員 だから、ファンクラブなのですよ。この活動が楽しいという人たちを増やして

やる。それを宣伝してくれるというか、周りに言ってくれて、一緒に行きましょうよと誘っ

てくれるような人たちというセクションがあって、現場に行ったらきちんと指導してくれる。 

 最近こういうものをプロでやるのが組織化できるかというのは結構難しいと思っています。

というのは、組織になっていても、指導者はみんな独立採算状態なのです。要は、人気商売

だから、徒弟制度まではいかないけれども、ついていくみたいな。それで伝播してくという

ものがある。 
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 この年になって、実は、きのうおととい、私の恩師の先生ががんになったものだから見舞

いに行ったのですけれども、おまえに俺の仕事を譲ってやると言われて、いやいや、この年

でまた仕事をもらうのかと思って、そういう世界があるわけですね。 

 でも、それはいい面と悪い面とあると思うのです。国際自然大学校もそういうものがよく

ないから会社組織にしたのですけれども、でも、その組織の中でも、やはり徒弟制度みたい

なところがあるから、こういう人を目指しましょうみたいなモデルをつくってやることが大

切なのだろうなと思いますね。 

○小河原座長 プロフェッショナルの世界ではそれはあり得ますけれどもね。これはあくま

でももっと間口を広げて、先ほどからお話がありますけれども、もっと緩やかな講習でいい

のではないか。例えば今、基礎講習は何時間でしたか。 

○事務局 36時間です。 

○小河原座長 36時間ですよね。結構な時間を拘束されてということが一方でありながら、

もう一つ、今のお話を聞きながら思ったのですけれども、これは根幹にかかわるのですが、

指導者という言葉がいいのだろうか。 

○桜井委員 そういうことなのですよね。 

○小河原座長 もしかして、このボランティアにとっては指導者と言われるとやはり敷居が

高い。 

○岩間委員 勘違いしてしまう。 

○小河原座長 そうです。そこまではできないのだけれどもお手伝いはしたいとか。もうち

ょっと間口を広げるのなら指導者という言葉を使わないでできないのか。これは先の話です

けれどもね。 

○桜井委員 まさにそういう時代だと思います。その辺も捉えていかないといけない。 

○園田委員 今まで受けた人たちも、指導者と言われるのは恥ずかしいと本人たちが言って

いるのだから。 

○岩間委員 名刺に名前を刷ってもらったことがありますけれども、これを受けた指導者な

のだという勘違いも出てきてしまう。 

○桜井委員 ここだけの話で、資格おたくみたいな人はぼちぼち結構ですと言っていかない

と。 

○岩間委員 いますよ。裏にいっぱいこういうものを書いている人。最初は必要だったのか

もしれませんけれどもね。 
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○小河原座長 金子先生、学生さんが例えばこういう講習を受けるということはいかがでし

ょうか。 

○金子委員 今のミミズではないけれども、本当にさわったことがない子が増えてきていま

す。私たちは造園という現場に行くのですけれども、入ってくる子はさわったことがない子

がふえてきています。 

○小河原座長 農学部なのに。 

○金子委員 そうです。まさに農学部なのにですよね。なので、聞いているとやはり両方で

しょうね。本当に基礎的なそういったところを知っていなければいけない、マナーも含めて

最低限のことを理解してもらう。そういう人たちと、来る人たちを受け入れるためにはかな

りきちんとした指導者を養成しなければいけない。指導者というか、受け入れる人たちを養

成しなければいけないという部分があるのかなと。学生は正直、両方いるのです。そういっ

たことを知っていなければいけない部分もあるし、学生ではこういった関連に行く、仕事と

してやる人もいますので、それを受け入れるということ。これは、授業で何をしようかと思

いながら話を聞いていたのです。ちょっと変えていかなければいけないなというのを感じな

がら聞いていたのですけれども、両方をしなければいけないでしょうね。「里山へGO！」で

いろいろな人が行きますので、来る人たちには最低限のこれだけは知っていてよという部分。

自然も含めて、そういうことができるといいですかね。 

○桜井委員 テレビのコマーシャルで住宅展示場のベランダでキャンプができますと。あれ、

実は僕が仕掛けたのですけれども、あそこまで持っていかなければいけないのです。住宅展

示場でキャンプをやるとほえまくって、あそこまで持っていったのですけれども、あれはキ

ャンプじゃないと。業界からはもう、総スカンですよ。あんなことをやりやがってと。だけ

れども、あれは今、すごいですよ。わんさか人が来るのですよ。 

 結局、間口を広げるというのはどういうことなのかということを考えたら、さっきも言っ

たように、火を見たことがない子、私たちの観念はそれがないのですよ。さっきおっしゃっ

たようにミミズをさわれない。ミミズをさわれない人に、嫌いになる前に無理やりさわれと

いって、とりあえず楽しいよという妄想を持たせておいて、楽しいといってやるという、そ

ういうステップを、もうワンステップ、前のステップを踏ませてあげなければいけないとい

うことを考えると、この人たちはそのステップを踏んで、とりあえずミミズがさわれるぐら

いまで、楽しいと思えるところまででいいのではないか。 

 だから、私は、講習内容を変えろというよりは、講師の先生にそういう視点で講座をして
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もらうといいのだと思うのです。とにかく楽しいことなのですよ。だから、うちの佐藤繁一

が一番危ないのですけれどもね。安全の話と一番。 

○小河原座長 深い話というか、難しい話になる。 

○桜井委員 立場上、行くのが怖いという話をしなければいけないからね。そこで楽しい話

をしろということは言っておきますけれどもね。余り楽しい話になったら、安全ではなくて

危険な話になってしまうから。でも、そういう視点で話をしてもらえれば、こういう講習で、

ああ、そうか、もっと行ってみようと思ってもらえばいいと思うのです。 

○内藤緑環境課長 今、お話をいただいて、最初に公社の話があったのですけれども、なぜ

公社に委託したのかというのは、まさに園田さんが言ったとおりなのです。我々は異動して

しまうので、もっと腰を据えて、こういう活動をしっかり指導して、企画できる人間という

ことになると、公社にお願いしていますが、そのときに公社は自然関係を何もやっていなか

ったというのがあるのです。なので、今、園田委員から言われたとおり、公社の自力を上げ

るというのはすごく課題だと思っています。都の事業で彼らを育成するというのもなかなか。

こっちが発注者なので、ちょっと難しい部分もなくはないのです。ただ、我々も今、現場と

一緒にやっている中で、そこはすごく課題だなと思っております。今回、指導者育成委員会

というのは我々都の直営ではあるのですけれども、彼らのスキルも一緒に上げていくという

視点もとても重要なのかなと思っております。 

 あと、教え方とか、先ほど桜井委員からもありましたけれども、人材をどう育成するかと

いうときに悩むのです。どういうレベルか。まず楽しいよと。さっきミミズの話が出ました

けれども、これはざらなのですよね。虫をさわったことがないという大人も結構いるぐらい

なので。ただ、そういう方から、我々も最終的には東京の自然をしっかり次の世代に伝えて

いきたいという大きなミッションがある中でどういう人材を、ピラミッドで言うと、私はよ

くスタッフにピラミッドで考えようと言うのです。まずは裾野だと。次に、恐らくもうちょ

っと楽しさを教えてくれる層みたいなものがあって、さらに上になると、ピラミッドの頂上

になると、組織にして、みんなで立ち上げて、一緒に活動しないかみたいな、そういう、レ

ベルに応じた人材育成というものが非常に必要になってくるのかなと。その中で、こういっ

た今回の、指導者という言葉がいいのかというのはまさにおっしゃるとおりで、中間層は指

導者というか何というか、一緒に学ぶ。 

○桜井委員 難しいところは、自然の中でそういう人たちを連れて歩くと、指導者というの

はちょっと何か教育みたいな話になってしまう。 
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 ちょっと余計な話ですけれども、机上配付したアウトドアリーダーズアワードが２月にで

きまして、表彰式をしたのです。おかげさまですごい反響でした。お金も集まったのです。

スポンサーを集めまして、大賞は賞金30万円かつメーカーさんからの副賞が80万円分。ザッ

クだ時計だテントだでトータルで100万円ぐらい。ある企業は副賞で30万円の商品券を出して

います。もっとすごいのは、１等賞の子を私は知らなかったのです。偉そうなことを言うと、

大概この世界にいるやつは知っているよと思っていたのですが、まだ知らない人がいる。 

 なぜこの話をするかというと、指導者は資格を取っていかなければいけないではないです

か。そうすると、ピラミッドの頂点はどういう人なのというと、既に資格を持っている人に

なってしまうのです。そうすると、資格を取っていくと、要はたくさんの資格を取ろうとす

ると、ある程度年齢を経なければいけないのです。いい指導者とか、憧れとすると、本当に

年をとった人がいい指導者だとは言えないのです。これはそういう点で、こういう人になり

ませんかという頂上を見せてやる。これはどういう発想かというと、スポーツ選手は全部そ

れができるわけです。極端な話、金メダルをとった人が頂上なわけですね。その裾野はみん

な、何々さんみたいになりたいと言うわけです。それで裾野が広がって頂上を目指せるわけ

です。目指すところがはっきりしているから、そのために何をしていったらいいか考える。

これとこれとこれとこれだけやったら頂上になれるよというとモチベーションが上がらない

のですよね。ここが見えていないから。 

 だから、頂上はやはり広告塔を誰かつくったほうがいい。もしあれだったら、こういうも

のにぜひ応募してもらって、とってもらう。速水林業の速水さんがこれのスペシャルアドバ

イザーになったのです。そういう人が入ってきたりしていますから、決してキャンプとかだ

けではなくて、環境だとか、農林漁業の人たちにも入ってもらおうと思っています。そうい

うものを見せるという仕組みをつくるのも大事なのではないかと思います。 

○小河原座長 それは多分この先の専門講習のところにつながっていくことですから、そう

いう意味では全体がつながっていますので、議題の２番目、専門講習についても続けて御説

明いただいて、全体像をどうしていくかとか、そういう部分に関係しながら御意見をいただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局 では、引き続き、専門講習の御説明に入ります。資料７をごらんください。 

 こちらは、平成26年度の専門講習の内容になります。資料７①が自然観察・体験活動コー

ス、緑地保全活動コース双方に共通する科目37時間。資料７②が各コース独自の科目、各23

時間についての内容を記載しています。専門講習も基礎講習同様、こちらの内容をベースに
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アンケート結果や指導者育成委員会での指摘を反映して見直しを行いました。 

 資料８をごらんください。平成29年度は、専門講習からの見直しにつきましては３点を予

定しています。１点目は、基礎講習同様、実習の充実です。平成27年度の指導者育成委員会

におきまして、みずから学ぶだけでなく、教えることを実践する機会の不足について御指摘

がありました。そこで、見直し案として、よりコミュニケーション能力と指導者としての実

践が重視されますコミュニケーション技術・参加者への伝え方と、企業や学校との体験活動

の２科目を座学中心から実習中心へと変更したいと考えています。26年度の実績と今年度の

見直しの方向性は表のとおりで、場所も都庁やNSビルで行っていたものを、自然公園や保全

地域等での活動にしたいと考えています。 

 ２点目としまして、２つの科目で講習内容の見直しを行う予定です。平成26年度の専門講

習修了生のアンケートでは、効果的な広報と事業管理の２科目について内容の改善が必要と

の意見がありました。また、27年度の指導者育成委員会では、講座内容について、ボランテ

ィア活動を行う上で、活動地域の将来的な目標や理想像、ミッションを描くことの重要性に

ついて指摘がございました。このことから、より実践的な広報手法や組織運営、計画を立て

る手法を習得できるように内容の見直しを予定しています。特に事業管理につきましては、

地域の目指す姿や計画の立て方を目指すような講座にしたいと考えておりますので、こちら

もいろいろと御意見をいただければと思います。 

 最後に、３点目としまして、自主研究・調査の導入を予定しています。平成24～26年度の

専門講習修了生のアンケートでは、約２割から講習時間がちょっと長いとの回答がありまし

た。また、参加を検討する段階で講習時間の長さや費用の高さが参加を思いとどまらせてし

まう障壁になっているという可能性がございます。参考資料として、自然観察、緑地保全関

連の各種講座の比較という表をごらんいただきましても、緑のボランティア指導者育成講習

の専門講習は、講習の時間が長くて、時間当たりにすると割安なのですけれども、総費用で

言うと高めであるということがわかります。 

 見直し案としまして、一部科目についてテーマに沿った事前学習課題や事後課題を導入し

まして、それを講習時間の一部とみなすことで、プログラムの質を維持しながら、参加者の

時間面、費用面での負担軽減を検討しています。 

 事後課題の例として幾つか挙げさせていただきましたけれども、こちらについても御意見

をいただければと思います。課題は、講座内で振り返りやフィードバックの機会を設けるこ

とを予定しておりますほか、自主研究・調査時間分の聴講料は削減することを検討していま
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す。これにより、講座で学んだことを各自のフィールドで実践する機会を創出するとともに、

プログラムの質を維持しながら、参加者の時間面、費用面での負担を軽減したいと考えてい

ます。 

 次の資料９は見直しの概要を表であらわしたものになっております。 

 専門講習についての御説明は以上です。 

○小河原座長 ありがとうございます。 

 ということで、１つステップの上がる専門講習ということですけれども、26年度までの講

習に比べて、実習を中心に据えようということで、コミュニケーション実習と企業や学校と

の体験活動、これを実習型に変更する。地域の目標、創造、そういうミッションというもの

をしっかり見据えた広報であり、事業管理、そういう中身の内容を明確にしていこうという

こと。それから、60時間はすごい時間ですよね。それは先ほど来のお話と、専門講習の人は

プロフェッショナルなのかというと、そうでもないですね。それでもそこまでいかないわけ

ですね。そうすると、そういう皆さんにどのレベルのものを、これからの時代として求めて

いくのか。そのためのやり方をどうすればいいのかということで、まず、当面の見直し案と

してそれぞれの自主研究。みずからのフィールドで自主研究をしていただき、それをどうい

う方法でフィードバックするかが難しいところですが、それで時間と費用を軽減していこう

というお話かと思いますけれども、先生方、御意見いかがでしょうか。 

○園田委員 私がやっていて、今までのおじいさん、おばあさんたちのどこがだめかという

と、自分が教えられたことをそのまま、対象が変わろうが同じように教えるわけですね。中

学生だろうが、高校生だろうが、社会人だろうが、みんな同じようにやるわけです。私は一

回、頭にきてどなったこともあるのです。例えばヒノキの間伐をやるときに、受け口がどう

だ、追い口がどうだということを細かく高校生に教えるわけです。林業修行としてやるのだ

ったらそれは必要だ。でも、この人たちにとって大事なことは何かといったら、間伐という

効果は何なのかということをもっと教えなければだめじゃないかというそこの一致ができて

いないのです。だから、自分が受けた講習というか、いろいろなところで教わったことをそ

のままの形で、対象が何を求めているか、あるいは何を伝えていかなければならないかを考

えないままに教えてしまうことが、最大のだめなところだよということなのです。 

 特に専門講習の課題というか、対象の目的、要するに何のためにこういう人たちをサポー

トしていかなければならないのかみたいなところを、目的によってきちんと理解することが

大事。つまり、対象とフィールドによって変えられるということが大事ではないかと思った
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のです。だから、先ほどもお話がありましたけれども、専門講習を受講した人は、環境公社

のスタッフの手下になるぐらいの、現場を踏ませていく過程が必要ではなかろうか。だから、

ただ講習を受けて、はい、おしまいですではなくて、ずっと１年間ぐらい実習させていくと

いうことがあると役立つなと思っております。 

○桜井委員 とてもいいなと思ったのは、自主研修とか調査をさせましょうというのだけれ

ども、やりなさいと言っただけだと絶対にやれないと思うのです。講習内でそういう相談を

受ける。要は講習には来るのだけれども、何人か先生がいて、個別に相談を受けてあげる。

講習が２時間あったら、２時間の間で相談に来て、終わったら帰ってもいいよみたいな、そ

ういう講習の時間もつくってあげないと、そこで具体的に何回かあって、進捗状況を見て、

テーマを確認してとか、大学で言うゼミみたいな状態にする。そういう具体的な指導の時間

を講座の中に盛り込んであげないと、最初に動き出すエンジンとしてはやっておいてあげた

ほうがいい。そういう時間も盛り込んだほうがいいのではないかなと思います。 

○内藤緑環境課長 おっしゃるとおり、こういう自主研究とか自主調査みたいな形だと、講

義を聞いて、はい、行ってと言われても、えっとなってしまうので、やはりガイダンスがす

ごく重要なのかなと思っています。助走期間がないとなかなか。なるほど、じゃあ、ここか

らやってみようかなみたいな。なかなか動かないと思いますので、そこを、この専門講習に

どうやって入れるのかというのは我々も今回まだ案としてまとめ切れていないのですが、今

の御指摘も踏まえて、ガイダンスも含めてやっていただくということを講師と調整していき

たいと思っています。 

○桜井委員 最初のうちにこういうものが考えられるのだよと言っておいて、具体的になっ

たら、それは無理だろうと。もう既にそういうものは調べ尽されているよとか。情報という

のは持っていない人たちが情報を得ようとするわけですから、それだったらまずは、園田先

生のところに行って一回相談してみろとか、そういうことをちゃんと教えてあげないと。 

○園田委員 例えばどのようなものが言われるかというと、保全地域ではなくて、竹林が結

構多いのです。みんなは里山といったら持続可能云々という能書きを言って、どう活用する

かということをしゃべるわけです。だけれども、活用の具体例は何だということで、みんな

そこでとまるのです。だから、例えば竹林の竹を炭焼きにしたり、かごをつくるというのは

余りにも今の時代に合っていないだろうという話になって、ここで、今の時代における竹の

活用は何だというところをもうちょっと研究というか、いろいろ話し合う場が欲しいと。保

全地域の中でも竹林をやっているところが何カ所かあるのです。そこの人たちはみんな、切
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るのはいい、整備するのはいいけれども、こんなに山のように積まれて、腐って変なにおい

がするので近所から文句を言われたとか、そういうのが多いわけです。それで、邪魔だから

チッパーでやろうと思ったら、周りに宅地が攻め込んでいるから音がうるさいといってそれ

もできないという話は結構あるのです。私が出したアイデアの中では、今、竹パウダーとい

うものは、あれは公社が買ったのか。 

○内藤緑環境課長 そうです。 

○園田委員 ああいうもので、東寺方のグリーン・キャンパスか何かで、あそこは恵泉とい

う大学が来ていて、あそこは園芸があって、園芸とそれを結びつけるというと、これは有機

堆肥だろうと。『現代農業』の４月号にそれが載っていて、みんなにコピーして読ませて、

こういう手があるといって、そういう研究していくもののテーマの中に一つの課題を放り投

げてあげて、それを対象にしている人たちがどうすればいいのかみたいなところを考えさせ

ていくというのが、結構現実問題としては。 

 もう一つは、コナラ林を整備しているところ。コナラ林はちまちまと、それぞれのところ

でシイタケのホダ木に使ったりしているけれども、知り合いのところというか、東京にも椎

茸組合があるのです。そこが今、一番困っているのは、3.11の原発事故以来、今まで取り寄

せていた福島とか栃木、茨城の原木がないと。今、原木がないといって泣かれるわけです。

園田さん、ブローカーをやらないかみたいなことを言われて、何でブローカーと。コナラ林

を買って、私が手下に運ばせて、シイタケ農家に売るという、そういう手配師をやれという

話なのですけれども、そういうものも一つのテーマとしてはあるわけです。今、本当に困っ

ているものがある。 

 こういう事例は結構あるのです。事例というか、活用しないと保全できないという、その

サイクルをつくるために今どこでとまっているかというと、整備するというところではみん

な納得しているのです。いい環境を、いい里山をみたいな。あとは、それが持続するために

は何が必要かといったら活用だねと。そこのアイデアがないということです。 

 最近、グリーンシップで、企業の社会貢献活動であるエネルギー企業の人たちと仲よくな

ったものだから、バイオマス発電のもとのものを、これを今までさんざん、化石燃料を燃や

して地球環境に悪さをしたから、少し心を改めてみたいなことを言っていましたけれども、

そういう大型プラントではなくて、私が言っていたのは、大型プラントで云々といったらす

ごく大変だけれども、小さくやれるという手はあるよと。だから、そういうものを研究させ

ればいいのです。つまり、軽トラを１台運んでいって4,000円ぐらいになれば、２人の晩酌代
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になるというぐらいのイメージで、それ以上の対価を求めていないので、そういううまい仕

組みづくりをやろうよと。自主研究の中にテーマを放り投げてあげると、それに寄ってくる

やつは、現実にそれを痛感している人たちがいるのだから、いいのではなかろうかと思うの

です。だから、そういうテーマを投げてあげるということです。 

○小河原座長 時代に合わせたテーマというかね。 

○園田委員 そうです。昔風のものでは。 

○小河原座長 もう無理ですよね。 

○小河原座長 もう専門講習の中身の話に少し入っていますけれども、具体的に先ほど桜井

先生がおっしゃった自主研究のガイダンス、そういう時間をもしどこかでとろうとすると、

資料７①で言うと、11月15日の自然環境行政の時間をそういうものに充てるというのもあり

かもしれないですね。 

○内藤緑環境課長 要項で科目は定めていないですよね。 

○事務局 科目は定まっていないです。 

○内藤緑環境課長 確かにこれを見るとすごく座学も長くて、中途半端に１日とられてしま

っているところがあるので、ここは、今、お話を聞いていて思ったのが、最初は科目ごとに

調査をやろうかなと思ったのですが、そうではなくて、今まで受けた、身につけたものをも

とに自分の活動フィールドで何か課題解決に資するような、もしくはまだうちのところは植

生図もないから、これを機に植生図をみんなでつくりたいみたいな、そういうことでもいい

と思うのです。卒業研究ではないですけれども、それを多目にとって、ほかの科目はもうち

ょっと圧縮するなり、ちょっと見直しを図る。どれを切るかというのはこの場ではなかなか

難しい部分があるのですが、そこにたっぷり時間をとったほうがより充実した講習になるの

ではないか。 

 単に受け身だけではなくて、先ほどの、現場の課題を放り投げたほうがということもある

ので、確かに間伐材は今、すごく問題になっていて、実は、保全地域の団体さんに３月にア

ンケートをとったのです。１番がやはり人がいない、２番目が間伐材だったのです。人がい

ないというのは、これで地道にやっていますから、なかなか一足飛びにはいかないのですけ

れども、間伐材の問題はすごく根深いと思っているのが、先ほど園田先生がおっしゃったよ

うに、活動、整備でとまってしまっているのです。でも、昔使っていたものを積んでいても

しようがないし、これを使わないと、何となく多摩は多摩、区部は別に関係ないみたいな話

にもなっているので、それをうまく都市とつなぐような活用の仕方があるのではないかなと。
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ただ、おっしゃるようにアイデアがまだないのです。ここは我々も今、宿題を持っているよ

うな状況なのです。むしろ講座を通じて何かヒントをいただければと思います。 

○小河原座長 一番最後に「活動の評価とその手法」という私の時間があるのですけれども、

これはむしろ自主研究の発表と評価にしたらいいかもしれませんね。 

○内藤緑環境課長 行政の話などはつまらないので、１時間ぐらいにして、うちのものを削

って、なるべく自主的に活動できるように。場合によっては、ガイダンスのときに皆さんに

お声をかけさせていただいて、よければいろいろ御相談に乗っていただけたらと。先ほど御

相談タイム、コーナーみたいなものがあったと思うので、そこも検討させていただければと

思っております。 

○岩間委員 21日も大分長いなという感じがいたします。いろいろな方をお招きしてお話を

聞いたりするのかもしれませんが、座学が長いとしんどいですよね。いろいろなワークショ

ップの方たちを検討して、その中から選ばれてやられるのだと思いますが、いろいろな事例、

いろいろな人を呼んできて見させてもいいかもしれません。あと、現場に連れていって、NPO

に限らず、本当に地域でやっていらっしゃる方、個人でもいいし、小さいグループでもいい

し、なるべく、そういうところの入り口を広げたほうがいいと思います。連れていって見さ

せる、連れてきて話を聞くでもいいですけれども、なるべくまめに。 

 先生方はワークショップで経験があるかもしれませんが、話し合いがもっと充実していれ

ば、あの人の話を聞きたいと出ます。呼ばれたりするし、あの人の話を聞きたいから、お願

いあの人に連絡をとってとやったときがチャンス。参加した人たちの声を引き上げてもらっ

て、どうしてその人の話を聞きたいのと言うと、テレビでこんな話をしていたとか、実はこ

ういう研修会に行って、こんな話をしていておもしろかったとか、そういうことも参考にな

るし、講師の方たちの参考にもなると思います。 

○小河原座長 いろいろな講習の中で実習と書いてあっても、都庁でやるというのが結構多

いみたいですけれども、実際、ボランティア組織の運営ということであれば、そういう団体

のところまで行ってね。 

○岩間委員 はい、いいと思います。現場で。 

○小河原座長 例えば九州の永池さんのところに行って聞いてくるとか、そういうやり方が

あるのではないかというのが一つですね。それと、その講習の中でも、もう一人別の講師を

呼んでくるとかそういうことですね。この方のお話を聞きたいとか、いろいろな組み合わせ

ができるのではないかという御意見かなと思います。 
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 これは中身とちょっと違うのですけれども、前も言ったかもしれませんが、資料８①の下

のほうにあるのですけれども、先生方からも出ていますけれども、フィールドであったり、

説明する対象に合わせてどうその場のミッションをちゃんと伝えるのか。もちろん対象に合

わせた伝え方という技術もあるのですけれども、私は、基本的に日本の場合、この保全地域

はこういうミッションを持った場なのだと。その中で皆さん一緒に楽しみましょうとか、一

緒に学びましょう、一緒に活動しましょうというアピールが圧倒的に足りない気がするので

す。アメリカなどですと、サンフランシスコの鳥獣保護地域などに行くと、ボランティアガ

イドさんが、まず先に何を言うかといったら、ここのミッションはと、そこから始まります。

そのミッションのために私は一緒に活動しているという話ですね。日本の場合、そこが少な

い。それは、逆に我々講師の側がそれを伝えてこなかったのではないかという、私は非常に

深い反省がありますね。 

○岩間委員 途上国でも今それをやっています。途上国ですら、私の場合はカンボジアとベ

トナムの支援の中でですけれども、それをやらせているし、やるとすごく責任感が出てくる

し、自分がやっていることに誇りが生まれるのです。それで広がりがあります。現場に行く

のが難しかったら、ポスター発表みたいなものをやってもいいですよね。年に１回ぐらい集

まってわいわいと。 

○内藤緑環境課長 今日お配りしたものが八王子大谷と八王子滝山里山保全地域だけなので

すが、前回もミッションのお話をいただいたので、実は、初心者向けの体験プログラムをや

っているので、それを今年から配ろうと思っているのです。これは大谷でもどちらでも構わ

ないのですが、開いていただくと、ここの地域の目指すものみたいなところをイラストで示

して、保全地域の役割であるとか、そのためにはこういう活動をして、こういうところを目

指していきたいのだという取り組みを始めたところです。ただ、指導者講習になるともうち

ょっと詳しいもののほうがいいと思うので、そういう意味ではまだ資料がそろっていない部

分もあるのですが、どうすべきなのか、どうしていったほうがいいのかというところは、や

はりとても重要な視点なのかなと思っております。 

○小河原座長 独自保全活動の企画運営も順応的管理をするのも、全てこのミッションを達

成するためですよね。そこが、講師の側も伝え切れていなかったのではないかと思いますね。

これは全体の話ですけれどもね。全体で60時間というすごい時間なのですけれどもね。 

 金子先生、何かございますか。 

○金子委員 参加者の満足度を高めるためにどう努力するか。片方では、指導者としてどう
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いう部分を養成しなければいけないかという部分もありますね。そこは、さっきの研究発表

会も、きっかけは参加者の負担減と入っていますけれども、負担軽減も、参加者の満足度を

高めるためにということ、それを少し整理するといいのかなという気がしました。 

○内藤緑環境課長 人材育成の講座なので、どういう人を育成したいのかというところは

我々もしっかり持っていなければならないと思っています。１級ですと、ある意味、余り例

はなくはないのですけれども、団体を立ち上げたり、グループをつくったり、その中で中心

的な役割を担っていただきたいというところもあります。それが２級になると、そこまでい

かなくとも、先ほどの話からすると、楽しさをどう伝えるのか。指導者というほどではない

のだけれども、一緒に活動をしながらどう伝えられるのか。どう共感をいただけるのかとい

う、どちらかというとサブリーダー的なといいますか、そういうイメージは持ってはいたの

です。今後、まだ基礎講習もこれから講師と具体的な内容を詰めていくことになるので、そ

ういったところを意識しながら事業をしていただくということは一つ重要なのかなと。 

 先ほど園田先生が受け口と追い口の話をしてくださったのですが、私は同じ光景を見まし

た。某グリーン・キャンパスで、大学生を呼んで、地元の団体さんがやるのですけれども、

いきなり学生を周りに集めて、何も言わずに切り始めたのです。ちょっと待てと。何でこの

木を切るのと。それはミッションともかかわってくると思うのですけれども、活動の意義と

か、単に楽しいとか共感を得るのではなくて、そこにもっとさらに一層高めの共感というの

ですか、高いレベルの共感を得るということがひいては仲間づくりにつながったり、組織づ

くりにつながったりということもあるので、その辺の人材、人物像というものは今後、講師

としっかり共有していきたいなと思っております。 

○岩間委員 グリーン・キャンパスの明星大学の先生はうちの会員なのです。グリーン・キ

ャンパスで連携して、どこかのお寺か神社か竹林があるところ。 

○事務局 東寺方ですか。 

○岩間委員 そうです。毎年、切り終わると、やはり間伐した竹をどうしたらいいかわから

ないから岩間さん使ってよと言われて、幾ら仲間でも使い切れないという話をしながら、仲

間で移動して、都内の学校で大分使っているのです。毎年、皆さんお変わりになってしまう

ので、多分そういう細かい話は引き継がれないと思うのですけれども、授業の中で実際にそ

れで花壇をつくったり、土のうをつくったり、流しそうめんをやるのに切って、みんなで持

って帰ったりして、もう何年もやっていまして、結構いい感じになっています。 

○内藤緑環境課長 明星ですよね。 
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○岩間委員 明星の先生がうちの仲間なのです。それで、グリーン・キャンパスの話なので

すけれども、やる前に、先ほどなぜやるのという部分を、それを本来は当日ではなくて、大

学というのは教育現場ですから、１回足を運んでもらって、なぜやるのという話のお時間を

とったほうがいいのではないのかなと。皆さんがやらなくてもいいわけで、それをやる大学

の先生の担当の方が勉強した上で授業の中でやってから行くとなったほうがいいのかなと。 

○内藤緑環境課長 恐らくそれは教員がやっていると思うのです。当日ここ集合といって、

いきなり竹を切るぞというのではなくて、恐らく授業の一環としてやっているので、事前学

習というのは必ずやっていただいていると思うのです。 

○岩間委員 それプラス事後ですね。一つのサイクルとしてやったらいい。切った後どうな

ったのだろうと。自分たちの力が生かされたのかどうか。 

○小河原座長 ほかに具体的な中身に関しても、御意見いかがでしょう。 

○岩間委員 研修は何時間も、アンケートみたいなものは何回かとられているのですよね。 

○事務局 はい。 

○小河原座長 その結果、見直しも出てきていますね。 

○桜井委員 アイデアレベルだから、話し合いだと思って聞いてください。講習をやるのだ

ったら、毎回終わりに例えば30分、帰ってもいいし、残ってもいいみたいなので、自分でや

る調整などの相談に乗りますよみたいな時間をとっておいて、毎回、小河原先生に来てもら

うとか。誰か相談に乗ってやらないとね。事務局のほうで引き受けて、それを先生方に振っ

て答えてあげるというのもいいと思うのです。 

○小河原座長 講師のスタッフだってね。 

○桜井委員 それでもいいかもしれないですね。毎回そうやって意識づけをしていかないと、

実際に、いろいろなところで私もこういうことをやったことがあるのですけれども、期間の

間にやはり息切れしてしまうのですよね。最初はやるぞみたいになるのですけれども、だん

だん尻つぼみになって、最後は、さっき先生がおっしゃったように、発表とかになると前の

晩に徹夜で書いているのです。そういうようなことになってしまうのです。だから、はっぱ

をかけるというか、意識づけとか相談に乗って、行き詰まったときに応援してあげる仕組み

をつくっておかないと。楽しくやらせないといけないから。応援できるような仕組みにして

おかないといけないと思います。 

○岩間委員 賛成です。 

○小河原座長 それができる講座等はなかなか難しそうですけれども、多分、ケアできます
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よね。 

○桜井委員 講座に引き合わせて、そういう自分の興味関心をつくっておけば、その先生に

問い合わせましょうとか、問い合わせてくださいとか、逆にその先生とのパイプをつくって

おいてもらうという方法もあるかもしれません。 

○岩間委員 教員研修で環境教育の研修を３時間とか６時間とかたまにやります。例えば３

時間やったとしても、終わって帰らないのです。１時間でも並んで待っているのです。そこ

をちゃんとやると、たくさん広がりますね。皆さん不安なのですよね。 

○小河原座長 例えば共通の２月１日の事業管理が４時間、木内さんがなさるのだけれども、

ボランティア組織の運営について、やり方は２つあるのでしょうけれども、３時間を木内さ

んが実習をされた後、１時間をそういう時間に充てるとか、今おっしゃっているのはそうい

うことですね。夕方５時に終わって、さらに１時間というのはちょっとこれは大変かもしれ

ないですけれども、90分授業で考えると３時間を２こま。あと１こまはそれぞれQ&Aとか、自

主研究の時間という、それはあり得ますよね。 

○岩間委員 そうすると、参加者のためにもなるのですが、講師の人が直接参加者が何を知

りたいかわかるので、次の内容にも役に立つかなと思います。 

○小河原座長 講師にとっても勉強になりますね。例えば、そういうものもありですよね。

専門の奥田先生の自然調査の進め方は４時間ですけれども、これも現場でやって、自分のと

ころではどうやればいいでしょうかなどと、そういうものを皆さん聞きたいと思いますよね。

そう考えると４時間では少ないかも。６時間ぐらいとっておいて、あと１時間、２時間は相

談の時間に充てるというのもありかもしれないですね。フォローアップのお話もこの後出て

くるので、それにももしかしたらかかわるのかもしれません。一度、フォローアップ講座の

御説明をいただきましょうか。よろしくお願いいたします。 

○事務局 では、フォローアップ講座について御説明いたします。資料10をごらんください。

講座修了生の多くから継続的な講習の希望がございまして、過去の育成委員会でも認定後の

フォローアップの必要性がたびたび指摘されておりましたので、平成29年度から正式にフォ

ローアップ講座を開催していきたいと思います。講座骨子案としては、基礎講習と専門講習

の間の９月、10月ごろに２回実施予定でございます。対象は、基礎講習・専門講習の過去の

修了生を対象としまして、テーマを絞りまして、修了生から要望もありました応用的技術や

知識、近年の話題の環境問題などについてより高度な知識を習得することを目的とした講座

にしたいと考えています。こちらも例として幾つかテーマ案を列挙させていただきましたが、
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特に必要なフォローアップ等につきまして御意見をいただければと思います。 

 最後に、認定指導者の活動相談対応としまして、講座修了生から活動場所の紹介を求める

声があることや、保全地域の活動団体さんの中でも多くの団体が活動する上の悩みとして、

新規会員の獲得と挙げていることなどから、講座の修了生に対して必要に応じて相談を受け

付けまして、団体の立ち上げが可能な地域の紹介などのサポートを行っていきたいと思いま

す。過去に認定指導者が関与しました保全地域での新しい団体の設立事例としては以下の２

件がございます。 

 簡単ではございますが、フォローアップ講座の御説明は以上となります。 

○内藤緑環境課長 ちょっと補足します。 

 これは新規で事業を立ち上げました。ここはお金を新規に取れましたというのをまずアピ

ールしたいなと。やはり受けっ放しではなくて、先ほど岩間先生からお話があったとおり、

受けた人はどうなっているのですかというと、アンケートとかはたまにとってはいるのです

けれども、やはり都内のどこかで活動していただきたいし、できれば保全地域でやりたいな

と思っているわけなので、そういう人たちにもう一回声かけして、一応、フォローアップと

いうことなので、生物多様性とかと昨今言われておりますので、そういった知識とか、あと、

ちょっとした技能を身につけていただくというところで、それをきっかけとして、もう一回、

我々とのつながりを戻したいというのが本音のところです。先ほどおっしゃっていただいた

ように、またちょっと活動したいんだよなというときに、今度、公社というところが体験プ

ログラムをやるから一緒にスタッフで来ないかとか、そういうふうに使っていくというのは

変ですが、うまくマッチングができればいいなと考えております。テーマはまた追い追いと

思ってはいるのですけれども、過去、植物100種類の記録とか、これはすごいなと思っている

のです。先ほどあったように発生材の活用法とか、意外にこの辺はまだまだアイデアがない

し、むしろここでみんなでアイデアを出し合うのもおもしろいのかなということで、会場と

しては、保全地域か、もしくは今、高尾の森自然学校というのを八王子に開設しておりまし

て、講義室もございますので、そこで午前中に座学をやって、午後はフィールドで活動とか、

１日限りのコースではあるのですが、そういったことを検討していきたいと思っております。 

 補足は以上です。 

○小河原座長 予算が取れたフォローアップというお話ですが、いかがでしょうか。 

○内藤緑環境課長 額を言うのが恥ずかしいぐらいの金額です。 

○園田委員 新しいことはいいことでありますので。 
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○園田委員 私が思うには、フォローアップ講習の中で、やったほうがいいというのは言っ

ていましたよとか、それはともかくとして、やはりどうしてもやっている人たちの視野が狭

くなるのです。つまり、自分のところのフィールドみたいな感じの、こういうふうになるか

ら、できるだけ連携していってやるということを一つやっていったり、テーマ的に言えば、

お互いがお互いを評価し合うという形の中で自分たちがやっていることを対象化するという

作業をどこかで入れてやらないと、ここに書いてあるように、団体のアンケートで新規会員

の獲得が悩みであると、うそ言えと私は言いますね。会員を本当に獲得しようというために

何をやっているのだということになって、誰かが持ってくれば口をあけて待っていますよ。

だけれども、そんなのないに決まっているじゃないか。自分で手足を動かして、頭を使えと

いうところがないのはどうしてだろうなとすごく考えるのです。 

 それは、やはり自分たちがやっていることが対象化されていない。対象化されていないか

ら、先ほどから言っているように、小河原さんが言っている中で、ミッションが全然鮮明で

ないということがそこから浮き彫りになってくる。 

 何のために新規会員をふやしたいのかというところをもっと突き詰めていくと、それは自

分たちのミッションが曖昧だからだとか、そういうところに行き着くのだよね。ほら、おま

えらこの程度のことしかやっていないじゃないかということをお互いに言い合って、ある種、

切磋琢磨ではないですけれども、そういう関係になるといいなと。 

 これは、今ある地域をばさっとやってもむちゃなので、例えばテーマごとに。テーマごと

にというのは、さっき出た竹林なら竹林を持っているところとか、あるいは八王子の隣接し

ているところで、北多摩の云々という形で、これは、地域にしたほうがくるくる回れていい

のではないかなと思っているのですけれどもね。 

 フォローアップの中で必要なのは、言葉で言えば、自分たちの活動を対象化するという作

業が一番ではなかろうか。まとめるとそんなことです。 

○小河原座長 おっしゃるとおり。私も、新規会員の獲得が悩みであって、本気で獲得しよ

うとしているのですかと、いつもこれを言うのです。まさに自分たちの活動を客観的に見て、

ミッションをもう一遍、再確認するためにも、相互評価ですよね。そうすると、今、「里山

へGO！」は年24回されている。 

○内藤緑環境課長 そうですね。体験プログラムは24回です。 

○小河原座長 それは、結構いろいろな保全地域を回っていらっしゃるのですよね。その保

全地域ごとの団体さんが受け入れというか、そういうことをしていらっしゃると思うのです
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けれども、そういうところへ、新規会員を獲得したい団体は乗り込んでいって、その場でア

ピールすればいいではないですか。この団体はこういうことをやっているけれども、うちは

こういうことをやっています、ぜひうちにもおいでくださいというアピールをしに行くぐら

いの熱心さ。それはお互いに相互評価になりますよね。それはそこの団体がやっているから

といって任せておくのではなくて、そこがどういうことをやっているのか、見学も含めて、

出かけていくということももちろんあっていいのではないかなという感じがしますけれども

ね。そういうことをもっと呼びかけていただいてもいいのかなと。 

○岩間委員 やっているというのをわかっていないかもしれない。 

○内藤緑環境課長 この３月に保全地域の団体の方を集めて、交流会と称してワークショッ

プをやったのです。ごちゃまぜにして、幾つかのテーマを、３つぐらい、間伐材の利用とか、

人材の確保とか、テーマを３つ出して、どこかを選んでみんなで議論をしてくださいといっ

たときにおもしろかったのが、人材が足りないというテーマをとったあるワークショップの

グループは話が全然かみ合わないのです。うちは全然大丈夫だよというところと、全然入っ

てくれないのだよなと。大丈夫なところはどうやっているのですかと言ったら、いろいろや

っているのですよねと。回覧板を使ったり、地域の町会でうまくやったり、一番は口コミと

か人づてというところが多いのですけれども、一生懸命やっているところは何となく人を集

められているし、うちはホームページも作れないのだよなというところがなかなか情報を発

信できなくて、団体の中での差がかなり大きいのかなというところは正直ありました。 

○園田委員 比較的、これを見ていて、人材供給が安定しているというのは、地元の市など

がやる講習があるではないですか。そこに講師として行っているのです。それは八王子市と

か多摩市もそうなのだけれども、そうすると、講師だから、講師が自分のところにぞろぞろ

連れてくるわけです。これで新陳代謝というか、新しい層が入ってくるような構造になって

いるのが一番わかりやすい事例だと思います。そういう意味では、地元の市などと連携して

いくことはかなり重要なポイントだということがそこの事例の中では言えると思うのですけ

れどもね。 

○桜井委員 そういう話を聞いていると、NPOなどは、NPOの中間支援組織みたいなものがあ

りますね。各地で中間支援組織がしっかりしているところは、要は金回りの心配までしてい

たり。 

○園田委員 助成金の取り方までやるのだからね。 

○桜井委員 認定NPOになって、金を集めて金を配ってやったり、足りないところに、手を挙
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げてみろ、50万円やるからといってやったり、広報はまとめてやってやるとかということが

あるのを考えると、もしかすると、そういう中間NPOみたいなものを、「里山へGO！」をやっ

ている講師にやらせてしまうとか、マッチングの話などは、行政が直接やると限界があると

思うのです。だから、ずっとねちっこく面倒を見るのに中間の支援機能をきちんと持たせて、

そこに面倒を見させるみたいなことも。逆に言うと、違うNPOみたいなものがあったらそこに

やらせるというのもいいかもしれない。そういうようなものを、きちんと階層的に置いたほ

うがいいのかもしれないというのをちょっと感じます。 

○園田委員 それは大賛成ですね。みんなが言うのは、どこに相談すればいいかわからない

というのがよく言う話なのです。だから、これを直接、例えば環境公社や多摩環に何か言っ

てもそんなにすぐに動いてはくれないだろうというところで、細かなフォローをしてくれる

ところがあるといいなと。これはだから、どこでどう解決すればいいというようなことを、

私に言われても、私は困るよと言うのだけれども、事例で言えば、横沢入で田んぼをやって

いる田んぼの会の会員が、みんな高齢化しているわけです。高齢化していて、みんな腰が痛

いだの、何が痛いだのといって、とてもではないけれども農作業はきついからやれないと。

誰にどう相談すればいいかわからないということを言うのです。もう一つ、彼らが大変なの

は、基本的にお米を売ってはいけないということがあるのでしょう。あそこは玄米ベースで

800キロから1,000キロとれるわけです。こいつを配るのも苦労していると。そういうものだ

ったら、幾らか売るような形にして、もう少しベースになる仕事については、それこそ何か

手を考えたほうがうまくいくのではないか。それでつないであげる。若い人たちが参加する

場をつくってあげるというようなことがあるといいかなと。そういうアドバイスするところ

がないというのが結構大きいのです。だから、さっき桜井さんが言ったような感じの中間支

援組織みたいなものをつくっておくと、そこに行けば、いろいろな細々とした相談に乗れる

というのが一番いい仕組みではないかなと思うのですけれどもね。 

○桜井委員 話を元へ戻すと、フォローアップ講座の中でも、テーマに絞り込んで高度にし

てほしいというのは、「こうしたい」ですよね。「こうしようや」と。いろいろなことを教

えるために知識が欲しいというような。研究者ではないけれども、そういうこと。もう一個

の相談対応してほしいというのは、これはまさに今、言ったような、コンサルしてほしいと

いうことだと思います。要は組織で欲しいのは２つあって、こっち側は知識を伝えてあげる

のと、こっち側はそういうコンサル業というふうに、やはり上っていくと分かれているので

すね。だから、そこをきちんと見きわめて、こっちのためには相談対応よりも、きちんとし
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た組織づくりをしてしまって、中間支援組織がやる。こっち側は１番のフォローアップ講座

のように、徹底的に知識、技術をブラッシュアップして、その人たちを相談対応のほうでつ

くった組織がうまく使い回していくという仕組みをつくらないと回っていかないのではない

かなと思いますね。 

○園田委員 人を有効に使わなければという。 

○桜井委員 育てたって、どこでそれを回していくのかといったときに、回していくという

のは、一つは、ちょっときつい言い方ですけれども、ひとりよがりな指導者を潰していく。

見ていて、だめな人がいるわけですよ。だめな人に頼んできた人はなかなか文句を言えない。

でも、それはきちんと中間支援の団体があって、そこが間に立ってあげると、そういうアン

ケートで、例えば私が幾つかのところへ指導に行くではないですか。そうすると、それを中

間支援がアンケートをとって、幾つかの団体に行ったよねというと、ある団体からというと、

どの団体からクレームが来ているかわからないから、結局、この人はやんわり言えるわけで

す。もっとこういうところに気をつけなければいけないよと言ってあげられるわけです。特

にきわめていく人はどんどんこうなっていくから、そういうところをきちんとやって、だめ

なものはだめで潰していかなければいけない。お座敷にかからないやつはお座敷にかからな

いと、はっきりしているではないかと。本当ですよ。それはやはりそういう評価をしていか

ないと、そのためにも中間支援があるほうがいいかもしれないですね。 

○内藤緑環境課長 笑われてしまうかもしれないのですけれども、公社になぜ委託したかと

いうと、まさに中間支援組織を、それまでは都庁の職員が全部受けているわけです。もつわ

けがないのです。なので、公社ということで、中間支援組織として機能しているかというと、

なかなかそこまでいっていないというのが現状です。我々は、実を言うと、保全地域は月１

回も見に行けなかったのです。ようやく公社さんにお願いして、月に１回巡回して、希少種

の状況とかをようやく把握できるようになったところがあるのです。そういう意味ではまだ

まだのところがあるのですけれども、おっしゃるように、中間支援組織がないと、地元の団

体さんへのきめ細やかな指導というのは多分、行政ではできない。ほかにどこか支援組織を

持ってくるかという考え方もあったのですけれども、それこそ安定した活動基盤をつくって

いくためには公社をうまく活用したらどうかというのが、これが考え方なのです。ただ、ス

キルなり、機能なりがまだ追いついていない部分があるので、そこは我々も、人の育成も兼

ねているので、さっきの話に戻ってしまうのですが。 

○園田委員 公社を充実しろというのもなかなか。 
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○内藤緑環境課長 要は、そういうことなのです。 

○桜井委員 私も幾つか中間支援の役員をやっていますけれども、いいところは金を集めて

いる。小さいところで、力が足りないところには50万円を出すとか、補助金を出せるのです。

企業を回って金を集めて、物も回している。ホームページでこっちの団体が引っ越しをする

ので机が３つ要らなくなりました。欲しい人はいませんかとやったり、そういうこともやっ

ている。この前は、大きな航空会社が事務所をきれいにするから椅子を廃棄しますというか

ら、国際線のあるところにもらいに行きました。 

 そういうことまでやれるようになれば、組織としては小さい地域の組織などは、ホームペ

ージをつくるのも間に立って、ホームページ業者を紹介して、ホームページをつくりたいと

ころに補助金を出します、きちんとつくりなさいよ、どこに出すのですか、わかりません、

こことここに見積もりを出させますからというところまでやってあげて、きちんとそのお金

が生きるようにするということで、そのために結局、認定NPOをとったのです。金を回せるよ

うに。そういうようなところまで考えると、さっき言ったような、お年寄りでどうしようも

ないところも、足りないところ、要は届かないところというのはもう見えているのです。 

 私も長い間やっていて、企画力だとか、資金だとか、指導者がいないだとか、出てくるの

は決まっていますね。それをケアしてあげればいい。言葉は悪いですけれども、国際自然大

学校などは今、いろいろな団体を食ってしまって、大きいのですよ。職員が百何十人いるの

です。沖縄まで持っていますから。我々ぐらいの年代になると、みんな年をとって疲れてき

てしまうのです。だから、統合して何をやるかといったら、経理処理を全部こっちで引き受

けるのです。ちゃんとやっていくと、結局、お金回しで問題が出てきます。経理処理まで引

き受けてあげる。そのかわり幾ら出しなさいよというので、これだけ出したら経理処理をし

てあげますよと。そういう中間支援の機能を持ってあげると、今まで頑張ってやってきた人

たちをより頑張らせてあげることができると思うのです。足りないところを埋めてあげる。 

○岩間委員 公社の方が直接この話を聞きに、こちらにいらっしゃるということはできない

のですか。 

○内藤緑環境課長 ここは公開の会議なので傍聴することはできますけれども、これは都の

事業でやっていますので、我々のほうで事務局はやらせていただいています。 

○桜井委員 きょうのを聞かせてあげたいということですね。 

○岩間委員 そうです。直接ここで。 

○園田委員 それは別途の。 
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○小河原座長 別途要請があれば、公社のスタッフが。 

○岩間委員 多分、話しにくいこともあるのではないかなと思うのです。 

○内藤緑環境課長 コミュニケーションはとっておりますので。確かに公社も、今、東京都

のお仕事をいろいろやっていただいているのです。自然環境だけではなくて、廃棄物である

とか、今、再生可能エネルギーとか、いろいろやってもらっているというのがあるので、な

かなかマンパワーが。もちろん公社もしっかり拡充はしているところなのですけれども、な

かなか。中間支援組織があって、それぞれの団体のネットワークができているみたいな絵と

いうのは。 

○桜井委員 そういうのができそうな団体はないのですか。衣がえしてくれるような団体。 

○園田委員 ない。 

○小河原座長 中間支援組織にですか。 

○園田委員 それはもう公社を充実させて、講習を受けた、もうちょっとできる人たちの、

要するに公社のスタッフと一緒にさっき言った「里山へGO！」とか、ああいうものをともに

やっていきながら、ともに育てていくという実践の場がもっと要るのではなかろうかと。 

○桜井委員 公社の中にそういうチーム、セクションを置くということですね。 

○園田委員 そうそう。 

○岩間委員 一番自然ですよね。 

○内藤緑環境課長 まさに人材育成もそうですけれども、リーダーであるとか、指導者も含

めて、あと、組織のそれぞれの地域とのつながりも含めて、行き着くところは、いかに現場

の、先ほどの人集めもありますし、間伐材の話もあったのですけれども、いかに現場できめ

細かな支援をしながら、みんなで協力し合いながら問題解決するか。一つの形をつくり上げ

るかというのがすごく重要だと思っています。その核となるのが、中間支援組織にいかに体

力をつけさせるかというところが一番大きい課題なのかなと。ただ、来年度から予算を倍に

するので何とかということもなかなか難しい部分があるので、我々のこういう指導者育成も

そうですし、フォローアップもそうですし、今回の「里山へGO！」も含めてなのですけれど

も、いろいろと事業をしっかりと実績を上げながら、勉強しながらさらにレベルアップを図

っていくという形をとっていきたいと思っています。 

 今回の指導者育成も、残念ながら３年に１回ということなので、今回のをしっかり検証を

して、３年後に向けて。多分、今年少し変えながらやっても、いろいろ課題が出てくると思

うので、そこはしっかり検証し、またこういった委員会の場で皆さんの御意見をいただきな
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がら、事業のブラッシュアップを図っていければと思っております。 

○小河原座長 金子先生のところでは学生さんのインターンシップをやっていらっしゃると

いうことですけれども、そういう中で保全地域の現場とつながるということはもっともっと

できそうですか。なかなか大変ですか。 

○金子委員 なかなか大変でしょうね。公社みたいなところではあるかもしれないですね。 

○小河原座長 そういう手配をしてもらえれば。 

○金子委員 はい。 

○岩間委員 毎年うちはインターンシップを受けていて、ことしは筑波の学生を受けたので

すけれども、うまく連携していたら、環境教育プラス保全現場で環境教育をという形でつな

げられるのではないかと思います。受けてくれというのはたびたび来るので。 

○内藤緑環境課長 インターンシップで保全活動に参加していただくというのは、今、事業

としてのスキームはないのですけれども、ただ、先ほどグリーン・キャンパスの件もありま

したが、若い人に入ってもらいたいというのがすごくあるのです。ミミズをいきなりさわれ

とは言わないのですけれども、この虫をさわるとか、チョウチョウをこうやってとって、チ

ョウチョウの持ち方はこうとか、そういうものも。 

 あと、大学生に我々が注目しているというのは、彼らはその後、社会に出るわけですけれ

ども、必ずしもすぐ山に入るかというと、そうとは限らないのですね。企業、会社に入って

やる。ただ、今、会社の中でもこういう持続可能、生物多様性も含めて、彼らは商売の中で

それを意識しながらやらないと、もはや企業は成り立っていかないと思うのです。そういう

意味では、必ずしもすぐ鎌を振れとは言わないのですけれども、そういう頭を持って仕事を

していただく、社会に出ていただくことで、ちょっと体があいてきたらまた里山に来ないか

という話にしたいのです。そういう若者に我々はとても注目しています。 

○桜井委員 こういうことをやりたい若い者が圧倒的にふえていますよ。 

○内藤緑環境課長 そうですか。それはすごく頼もしい。 

○桜井委員 この前だって東大の大学院、何の専攻と言ったか、僕やりたいのですけれども

と。おまえ、東大まで行ってと。お父さん、お母さんは泣くぜと言ったのです。 

○園田委員 私のところにください。使えないなとすぐ怒るから。 

○桜井委員 でも、国際自然大学校を始めたころは、大学生はボランティアに来てもくれな

かったです。専門学校と言ったら、専門学校の人に怒られてしまうけれども、今は大学院の

子なんて本当にごろごろいますよ。国際自然大学校は早稲田・慶応の大学院だって何人もい
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ます。おまえら親が泣いているんじゃないと。 

○小河原座長 時代が変わった。 

○桜井委員 本当にそうだと思います。そういう時代ですから、上手に話をすれば。私は山

梨に引っ越しましたでしょう。周りに若い子たちがうじゃうじゃいます。気がついたら、私

の教え子が、桜井さん、お久しぶりです、近くに引っ越してきましたと。東京で、働いてい

たのが結婚して白州に来ましたと。そういう傾向はすごく強まっていますから、決していな

いのではないのです。届いていないのですよ。そういうものは諦めずに、「里山へGO！」で

うまくいっているのだから、諦めずに続けていれば、必ず届くと思いますよ。パイは大きく

なっていると感じています。 

○内藤緑環境課長 そうですね。 

○小河原座長 本当にそう思いますね。 

○園田委員 そこらあたりで追いついていないのは、指導する側というか、そういう者の認

識というか、頭が追いついていないと感じることが多いのです。だから、それぞれの専門的

な知識というのはあるけれども、社会の実情について知らない人がいっぱいいるというほう

が正直なところで、さっき桜井さんが言っていたように、時代は変わっているのだよと。つ

まり、15年前だったら火をつけられる人が何人かいたけれども、今は誰もいないし、さっき

の話ですが、ライターすら使えない。それから、あきれたのは、渋いという感覚がわからな

い。渋柿がわからない。だから、これが渋いという感覚だといって教えなければならない。

さらに、社会的なことで言えば、格差社会というのはやはりすごくて、こんなにすごいのか

と言ったのは、大学などで、授業とアルバイトで、みんなにっちもさっちもいかないぐらい

の状態になっているといって、あきれたのは、都立高校で私がサポートしているところで校

長先生が言っていたのは、原則都立高校はアルバイト禁止です。でも、もしうちの学校でそ

のことを徹底したら３分の１は学校をやめますね。来ないですねと。要するにそういう社会

状況を理解した上で若い人にも対応してやらないと、全くこいつらはどうせ何とかだという

ふうにすぐ年寄りどもは言うわけです。自分のときの時代の感覚でもって。もうそれは違う

のだよということを事実として学んでいくということ。これは私も結構ショックでしたけれ

どもね。 

○桜井委員 大学生で結構奨学金を借りている子は、卒業時点で600万円の借金をしょいます

からね。普通の大学の卒業生が家を建てるために蓄える頭金ぐらいを蓄える間に借金を返さ

なければいけないのです。その子たちは、家を建てられるわけがないのだよね。だから、結
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局、負のスパイラルになってしまうのですよね。その金を貸すあしなが育英会にいましたか

ら、あまり言えないのですが。 

○小河原座長 フォローアップで話題の環境問題の知識を知りたいというアンケート結果が

ありますけれども、おっしゃっているように、環境問題だけではないですよね。今の時代に

合わせた知識ですね。 

○桜井委員 ニーズを知らせてあげないといけない。 

○内藤緑環境課長 それはすごく難しいのですけれども。 

○小河原座長 逆に言うと、講師の側ももっと勉強しなければいけない。 

○園田委員 そうなのですよ。講師の側が、講習というプログラムの中では無理なので、さ

っきも話があったように、終わった後にいろいろ相談しながらとか、そういうところで、結

局、そこに行き着いてしまうというか、そういう社会的な問題に行き着いてしまうことが多

いので、それは講師のほうがある程度の理解をしておかないと。 

○内藤緑環境課長 誰かやってくれませんかね。 

○岩間委員 とりあえず企業に就職はする、でも、常に環境系の仕事がないかということを

探しているという学生は多いですよ。相談にいっぱい来ます。 

○園田委員 こういう人たちは安く使われているからあまり言えない。みんな好きなことを

やっているからとかと言うけれども。 

○小河原座長 大分御意見をいただいたと思うのですけれども、ほかに全体としては言い残

したこととか、この機会にということはございませんでしょうか。 

○桜井委員 先生がさっきおっしゃった指導者という言葉は、やはり見直したほうがいいの

ではないか。 

○岩間委員 毎年出ていますものね。 

○桜井委員 多分、難しいのです。非常に大きな課題、私も今、原稿を書いたり、本を書い

たりしていて、その言葉をどうしようかと悩んではいるのですけれどもね。 

○内藤緑環境課長 難しいですよね。インタープリターとか、いろいろあるではないですか。

横文字は幾つかあるのですけれども、それは逆に万人にはわかりにくいし、メンターなのか

何なのかよくわからないですけれども。ただ、おっしゃっていただいているところの趣旨は

わかりますし、我々も例えば基礎講習では、指導者というよりは、一緒に活動しながら気づ

きを与えられる、その人に楽しみをうまく伝える、解説できるという、どちらかというとそ

ういう視点に立った、専門になると、指導もそうですし、ここのエリアをこうしたいのだ、
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そのために、ミッションという話があったのですけれども、そういったところを意識した講

習内容に、人材育成的にはそういった講習内容にしていきたい。また、調査研究を非常にた

くさんお話しいただきましたが、そこの工夫点というものもありますし、先ほどの相談コー

ナーは、フォローアップでもそうなのですけれども、そういう時間は必要なのかなというと

ころも改めて我々のほうにいただきましたので、そこは、特に専門講習とフォローアップに

ついては、なかなか頻繁にこういう委員会も開催できない部分がありますので、そこのとこ

ろは小河原座長とも相談しながら、具体的なことを詰めさせていただければと思っておりま

す。 

○金子委員 素直に緑のボランティア育成ぐらいのほうがいいですよね。中で単なるフォロ

ワーレベルの人もいれば、リーダー、星が３つぐらいついた指導者がいる。 

○杉本課長代理 そうなのですね。これは、もともと条例のつくりの中で、もとになってい

る第９条が指導者の育成と認定という、そこなのですね。だから、その辺はもともとのを柔

軟に考えなければいけないという話かと思います。 

○桜井委員 それは条例上の、それはある意味、サブタイトルというか、それは行政上の建

前であって、外向けには、今、先生がおっしゃったみたいに、緑のボランティア講座とか。 

○桜井委員 星が３つぐらいだったら。 

○岩間委員 逆に、そのほうがふえるかもしれない。 

○桜井委員 ファイブスターとかね。 

○杉本課長代理 講座の中身を見ていても、こちら側の意見も共通しているのですね。なか

なかハードルが高過ぎてというのが、きょう、いろいろ御意見を聞けて。 

○桜井委員 星５つの人の会でファイブスターズとか。 

○岩間委員 中学生がいっぱい来ちゃう。 

○桜井委員 おもしろいかもしれない。わくわくしますね。 

○岩間委員 いいと思います。 

○園田委員 私は、「里山へGO！」で名札を配れよと。それで、来た回数だけ星を入れると

いうか。あなた５回なのというふうに公社に言っておいたけれども。 

○小河原座長 それはいいアイデアですね。 

○内藤緑環境課長 実際、アンケートをとると、10回ぐらいリピーターの方もいらっしゃる

のです。結構、リピーター率は高いと思います。数字はすぐ出ないのですけれども、そこそ

こあるのです。１回だけの方は意外に少なくて、そういう意味では、行ってみるとやはり楽
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しいという意味では、少し掘り起こしにはいいかなと思います。いかにそこをもっと継続的

に、学びたい人はもっと本格的な、継続的な活動をという、そういうルートをいかに我々の

ほうで示してあげられるのかというのがこれからの大きな課題かなと思います。 

○桜井委員 そういうものは、ルートをつくるでしょう。来るのは10年後ですよ。要は、家

族で来る。ファミリーで来たら子供が夢中になって、こういうものを一生懸命やりたいと。

親は絶対やらないから。だって、仕事があるのだもの。安定した仕事があるからこそ参加で

きるわけだから、その人たちはそれ以上は無理。子供のために来ている。その子供だから、

10年とか20年のタームで物を考えないとだめだと思います。 

○内藤緑環境課長 我々もしっかり継続して。 

○桜井委員 本当にそう思いますよ。 

○岩間委員 おっしゃるとおりですね。教師などもそうですよね。その中で体験活動をした

子供たちが教師になってやっていますからすごいです。無理かもしれませんけれども、例え

ばこの中で子供バージョンの日があってもいいのかなと。 

○内藤緑環境課長 大体の体験プログラムでは、家族連れ、お子さんが多いのですけれども

ね。子供が楽しめるように昆虫採集とか、竹トンボをつくろうみたいな、そういうものはや

っているのですけれども、子供に特化しているかというと、そういうものはないのですよね。 

○岩間委員 子供はものすごくボランティアをしたがっていますよ。大人が想像していると

ころにまずないですよ。あの子たちの力というのは、小学生でも、中学生も、高校生もした

がっています。それをうまく引っ張れる講師がいればつながると思います。本当にいますよ。 

○小河原座長 ジュニアボランティアのプログラムをつくってあげたら、ほとんど、100％リ

ピーターですよ。中学生になってもやりますよ。 

○岩間委員 そうなのです。絶対来ます。大人の人たちも、子供をその日は預けられるから

すごく楽なのです。２時間でも３時間でも。そして、いい子になって帰ってくる。明るくな

って、ゲームばっかりやっていたのに、意外といい子になって、元気になって帰ってきて。 

○内藤緑環境課長 それを今、少しやろうとしているのが高尾の自然学校なのです。あそこ

も定期的にボランティアを集めてやっているのですけれども、彼らが次にやりたいのが子供

のボランティアを使う。ただ、子供はどうしても安全の部分というのが、我々も行政の側と

してすごく神経質になってしまうところがあるので、実際、しっかりした指導者がいるかと

いうと、高尾の森だと常駐の専門の方がいらっしゃるので、私、名前を忘れてしまったので

すけれども、新しく入った方も結構有名な方なので、そういったところからまず始めていく
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というのがすごくいいことなのかもしれません。そこは我々も、子供についても少し検討を

進めていきたいと思っています。多分、ことしぐらいから少し始めるのではないかと思いま

す。 

○小河原座長 「里山へGO！」の体験プログラムもファミリー向けとか、特に子供を中心に

今回はやりますよとか。子供を中心にやるから、この講習を受けた卒業生の人にぜひ手伝い

に来てねというような話があるととっかかりやすいかもしれないですね。安全が絡むので、

なかなか大変なのですけれども、中身としては、子供を相手にやるのは、初心者にはハード

ルがある意味低いと思います。 

○桜井委員 小さい子をやるわけだね。小さい子を限られたエリアでやれば、初心者の人た

ちがね。 

○小河原座長 やりやすいですね。いろいろなやり方があるので。 

○岩間委員 遊びの中でもね。 

○園田委員 大学生などは大喜びだから、そういう意味で引っ張れると思う。やはり高齢者

が子供たちを相手にするというよりも、大学生が相手をしたほうが子供たちも喜ぶし、かつ、

大学生もモチベーションが上がるのだよね。 

○桜井委員 でも、幼稚園の子供あたりを連れてくるとおじいちゃん、おばあちゃんも役に

立つ。 

○小河原座長 ということでそろそろ。 

○桜井委員 １つだけ。また募集のときには御連絡をしますので、ぜひ応募していただいて。

今回、現業系が少なかったのです。１等賞をとった人は県知事に呼ばれて、知事を表敬訪問

しました。だから、そういう道ができているのでぜひ応募していただいて。応募していただ

ければ表彰しますとは言えないのですけれども。100人近く応募があって、次回はもうちょっ

と多いだろうなと思っていますが。 

○岩間委員 受賞者はこれでもっと忙しくなってしまったみたいです。 

○桜井委員 彼はもう、結構いろいろなところで。 

○岩間委員 来たら断れないところがあるからね。 

○小河原座長 いろいろな制度がボランティアでもできてくるといいなと思いますね。 

 それでは、事務局にお返しいたします。 

○内藤緑環境課長 きょうは長時間にわたり闊達な御意見、御議論をありがとうございまし

た。我々も環境の人材育成というのは、都政の環境行政の中で非常に重要なテーマと位置づ
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けておりますので、本日いただいた意見をしっかり、また座長とも相談しながら事業に生か

してまいりたいと思います。 

 本日は長時間にわたりまして、ありがとうございました。 


